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研究成果の概要（和文）：本研究では、小説などの物語を用いて自閉スペクトラム症(ASD)をもつ成人および児
童における日常生活スキルプログラムを開発することを目的とした。紙面上で、AQ、対人応答性尺度
SRS-2）、現代文の評論文と小説文に解答した。PC上で、言語を用いた心の理論課題(White et al., 2011)、図
形を用いた心の理論課題(Castelli et al., 2000)に回答をした。その結果、プログラムの実施前後でパフォー
マンスを比較した結果、図形の動きに対して心的状態を帰属する傾向が高くなることがわかった。言語を用いた
トレーニング効果が非言語性の心の理論課題に転移し、成績の向上が認められた。

研究成果の概要（英文）：The current project targeted developing the program of enhancing daily life 
functioning skills for adults and children with autism spectrum disorder traits. The participants 
answered AQ, SRS-2, and the examination of critical essay and novels. Additionally, they conducted 
the strange story task (White et al., 2011) and animation task (Castelli et al., 2000). The score of
 inferring mental states in animation task increased after the program. Thus, this training effect 
positively transferred to nonverbal theory of mind task.

研究分野：認知心理学、教育心理学、特別支援教育
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１．研究開始当初の背景 
 自閉スペクトラム症 (ASD)の方々を対象
にする支援として、子どもに対する発達支援
のプログラムが開発されている。たとえば、
「心の理論」技能向上のプログラムとして，
他者の考えを視覚化するために，マンガの吹
き出しを使ったり，他者の視点が明示できる
ように，マネキンと写真を使う教材がある 
(Howlin, Baron-Cohen, & Hadwin, 1998)。
感情認識について改善を示し，他の課題にお
ける般化も認められている、ASD児のための
感情理解支援の教材もある (Baron-Cohen, 
2004)。これらの課題には大きく分けて二つ
の問題がある。第一に、脳科学的なエビデン
スがないという点である。支援において脳の
機能および構造が変化することによって、行
動が変化すると考えるのであれば、行動の背
後にある脳神経基盤を検討する必要がある。
第二に、成人に対する検討がされていない点
である。特に、就労に関する、実証的データ
に基づく支援については不十分である 
(Eack et al., 2013)。 
本研究では、小説などの物語を用いて ASD
をもつ成人および児童における日常生活ス
キルプログラムを開発することである。従来
の支援プログラムは、心の理論や感情理解な
ど、特定の領域のみを対象とした局所的なプ
ログラムであったといえる。今回提案するプ
ログラムは、日常生活スキル向上のための包
括的なプログラムである。 
 
２．研究の目的 
 第一に、複雑な社会状況に対する問題解決
方略を支援する包括的プログラムを開発す
ることが目的である。従来のプログラムでは、
表情の理解 (Tanaka, Wolf, Klaiman et al., 
2012)、誤信念課題の獲得など個別の問題に
対して対応をはかるプログラムがほとんど
であり、獲得されたスキルが他の領域に転移
することは難しかった。本研究課題では、実
験参加者自身が物語の展開に能動的に関与
することを通じ、多くの社会状況の仮想体験
を与えることで、常に変化している社会状況
への適応力育成を支援する。第二に、ASDの
人のための日常生活スキルを育成すること
が目的である。ASDをもつ方に対する、多く
の介入研究は、従来は定型の人の表情の理解
や、定型の人がもつソーシャルスキルのトレ
ーニングといった、いかにして定型的な行動
をとれるようになるかに主眼を置かれてき
た。今回開発する支援プログラムは、ASDを
もつ人にとって無理のない、社会状況にも対
応した行動様式が身につくよう支援する。第
三に、就労支援を視野に入れたプログラムを
作成することが目的である。ASDをもってい
る子どもに対する支援プログラムは増えて
きているが、青年後期を対象とした研究はそ
れほど多くない (Eack et al., 2013)。本プロ
ジェクトでは、ASDをもっている方に対する
包括的なプログラムを開発し、日常生活技能

の改善、さらには就労支援を視野に入れると
いう、小説読解方略に基づく世界初の支援プ
ログラムを開発するという点で、独創的な研
究課題であるといえる。 
小説の読解力には、記憶力、想像力、裏の
意味を探る力が必要であり (田村, 1986)、小
説読解の方略を学習することで、他者の意図
理解や心情理解の能力が向上する可能性が
ある。本研究では、ASDの傾向の高い大学生
と ASD の傾向の低い大学生を対象として、
小説を用いた短期間集中の介入を行うこと
で、他者理解能力の向上を目的としたトレー
ニング法を開発することが目的である。 
 社会的な意義として、第一に、心の理論や
心情理解といった社会生活を送る上で重要
な能力を、小説の読解を用いて改善をさせる
ことを試みる点に意義がある。小説の理解が、
言語的および非言語的な心の理論の改善に
いかに作用するかを明らかにする研究は、基
礎研究として価値の高いものである。第二に、
小説理解方略のメカニズムを解明すること
ができれば、物語を用いたソーシャルスキル
支援のトレーニングを考案することができ
る。第三に、応用の方向として、ASD者、定
型発達者の道徳性の理解、特別支援教育に重
要な知見を提供できる。さらに、新たな国語
教育方法を提案できる可能性も考えられる。
以上のように、本研究課題で得られた成果は
教育実践、読解プログラムやソーシャルスキ
ルトレーニングの開発に広く応用可能であ
り、社会的意義は大きいと考えられる。 
 
３．研究の方法 
実験は、3 日間に分かれる。実験は個別実
験で行われる。 
1 日目の午前 事前テスト 
自閉症スペクトラム質問紙 (AQ)によって、
実験参加者の「社会的スキル」、「注意の切り
替え」、「細部への注意」、「コミュニケーショ
ン」、「想像力」を評価する。 
紙面上で、AQ、対人応答性尺度第 2 版 
(SRS-2)、現代文の評論文と小説文 (マ－ク式
総合問題集国語から出題)に解答する。PC上
で、言語を用いた心の理論課題 (Strange 
story課題, White et al., 2011)、図形を用い
た心の理論課題(Castelli, Happé, Frith, & 
Frith, 2000)に回答をしてもらった。 
 
1日目の午後 トレーニングセッション 1 
実験群は、小説を用いたトレーニングを行い、
能動的統制群は、論説文を用いたトレーニン
グを行う。小説(能動的統制群の場合は、論説
文)の問題に解答してもらった。その後、解法
を解説した。 
2日目の午前 トレーニングセッション 2 
実験群は、小説を用いたトレーニングを行い、
能動的統制群は、論説文を用いたトレーニン
グを行う。小説(論説文)の問題に解答しても
らった。その後、解法を解説した。 
 



2日目の午後 事後テスト 
AQによって、実験参加者の「社会的スキル」、
「注意の切り替え」、「細部への注意」、「コミ
ュニケーション」、「想像力」を評価してもら
った。現代文の評論文と小説文(マ－ク式総合
問題集国語から出題)に解答してもらった。 
PC 上で、言語を用いた心の理論課題、図形
を用いた心の理論課題に回答をしてもらっ
た。 
 
１ヶ月後のテスト 
AQによって、実験参加者の「社会的スキル」、
「注意の切り替え」、「細部への注意」、「コミ
ュニケーション」、「想像力」を評価してもら
った。現代文の評論文と小説文(マ－ク式総合
問題集国語から出題)に解答してもらった。 
PC 上で、言語を用いた心の理論課題、図形
を用いた心の理論課題に回答をしてもらっ
た。また、日本語版対人反応性指標 (日道他, 
2017)に記入してもらうことによって特性共
感を測定した。 
 
４．研究成果 
 実験の結果、プログラムの実施前後でパフ
ォーマンスを比較した結果、図形の動きに対
して心的状態を帰属する傾向が高くなるこ
とがわかった。言語を用いたトレーニング効
果が非言語性の心の理論課題に転移し、成績
の向上が認められた。今後は、この成果を国
際学会で発表し論文として発表する予定で
ある。 
また、複雑な社会状況に対する問題解決方
略を支援する包括的プログラムのための基
礎研究も行った。登場人物の特性の善悪、登
場人物の行為の善悪、登場人物が行った行為
の結末の善悪を組み合わせた物語を作成し
て、自閉スペクトラムを持つ小中学生が行う
善悪判断方略の相違を検討した (Komeda et 
al., 2016)。自閉スペクトラムがある小中学生
は、登場人物の特性よりも、明示された行動
に基づいて善悪を判断することがわかった。
特に、自閉スペクトラムを持つ小中学生は、
一時的に良い行動を示した悪い子に対して
「良い子」であると判断しやすいことが示さ
れた。 
研究成果は、3 本の原著論文 (Social 

Cognitive and Affective Neuroscience, 
NeuroImge, Scientific Reports)、1本の総説
論文(Frontiers in Human Neuroscience)、9
本の著書 (「社会認知神経科学としての物語
研究」、「発達障害: 自閉症児者の高次認知機
能」、「自閉症スペクトラム障害 (自閉スペク
トラム症)」、「自閉症の認知特性」、「自閉症児
の善悪判断」、「発達障害研究の展望と意義①
―生物的側面を中心に」、「物語理解における
時間情報および自己表象」、「国語・読書教育」、
「自閉スペクトラム児者同士の共感」)として
発表された。 
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